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広　報 広　報 広　報 主 な 記 事�
付加年金を上乗せしませんか　  2面�
冬季エコオフィスキャンペーン 2面�
市職員採用試験のお知らせ 2面�
市民文化祭＆同志社京田辺祭　  4面�
一休とんち大賞決まる 4面�
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�京田辺市ホームページ�　http://www.kyotanabe.jp/

広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています

男  29，956人（+8）�

平成18年11月1日現在　（　）は前月との比較�

市の人口 市の人口 

女  31，169人（+23）�
合計  61，125人（+31）�

世帯数  23，231世帯（+30）�

市
は
、
平
成
１９
年
度
の
保

育
所
（
園
）
入
所
希
望
者
を

受
け
付
け
ま
す
。

平
成
１９
年
度
は
、
希
望
さ

れ
る
年
齢
に
よ
っ
て
（
特
に

１
・
２
歳
）
入
所
が
難
し
い

状
況
で
す
。

く
わ
し
い
状
況
は
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
こ
ど
も
福
祉
課
へ

河原保育所� 150

満5歳まで�

河原神谷69

62-1054

62-2681

松井ケ丘保育園� 大住虚空蔵谷4120

62-2055

63-2649満1～5歳まで�

満2歳まで�

満5歳まで�

1月12日��

90

三山木南山63

草内保育所� 90

三山木南垣内37

30

大住下西野77120

150

三山木保育所�

田辺西垣内36

62-0468

62-3641

63-2335

南山保育所�

大住保育園�

みみづく保育園�

草内五反田22-1

山手中央3（タウンプラザ内）�30 1月12日��
※1

64-6775満2歳まで� パステルキッズ�

午

後

３

時

〜

６

時

�

保育所（園）名�

1月17日��

申込用紙�
受付日時�

1月16日��

電話番号�

1月18日��

所 在 地 �

1月11日��

1月19日��

私

　

立�

公�

　

立�

�

1月15日��

対象年齢�
（生後57日～）�

定員��
（人）�

（松井ケ丘保育園分園）�

保育所（園）の申込受付日時� 対象年齢は平成19年4月1日現在�

※1　パステルキッズの申し込み受け付けは、松井ケ丘保育園で行います。�
※2　各保育所（園）の受付日に行くことができない人は、1月11日～19日の間、�
　  　こども福祉課でも受け付けを行います。�

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
周
辺

の
自
治
体
で
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
も
し
、
身
近
で
発
見

さ
れ
た
場
合
に
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
発
見
場
所
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
ク
モ
は
、
も
と
も
と

攻
撃
性
が
な
く
、
素
手
で
触

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

児
童
・
保
護
者
と
も
市
内

に
在
住
し
、
住
民
票
を
有
す

る
世
帯
で
、
保
護
者
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
さ
ら

に
同
居
の
親
族（
６５
歳
未
満
）

な
ど
も
保
育
で
き
な
い
人
。

▼
保
護
者
が
家
庭
の
外
で

仕
事
を
し
て
い
て
保
育
が
で

き
な
い
▼
保
護
者
が
家
庭
で

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い

る
た
め
保
育
が
で
き
な
い
▼

母
親
の
産
前
産
後
▼
保
護
者

が
病
気
・
負
傷
・
心
身
に
障

害
を
も
つ
た
め
保
育
が
で
き

な
い
▼
保
護
者
が
長
期
に
わ

た
り
、
病
人
や
心
身
障
害
者

の
介
護
を
し
て
い
て
保
育
が

で
き
な
い
▼
死
亡
・
行
方
不

明
・
拘
禁
な
ど
の
理
由
で
、

親
が
い
な
い
家
庭

【
保
育
時
間
】

通
常
保
育
＝
▼
月
〜
金
曜

日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

４
時
３０
分
▼
土
曜
日
…
午
前

８
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

延
長
保
育
＝
▼
朝
…
月
〜

土
曜
日
の
午
前
７
時
〜
８
時

３０
分
▼
夕
…
月
〜
金
曜
日
の

午
後
４
時
３０
分
〜
７
時
▼
土

曜
日
…
午
前
１１
時
３０
分
〜
午

後
４
時

【
申
込
用
紙
の
交
付
場

所
・
期
間
】

▼
各
保
育
所
（
園
）
＝
１２

月
４
日
�
〜
８
日
�
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
▼
こ
ど
も
福

祉
課
＝
１２
月
４
日
�
〜
平
成

１９
年
１
月
１９
日
�
午
前
８
時

３０
分
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜

５
時た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
と
１２
月
３０
日
�
〜
平
成

１９
年
１
月
４
日
�
を
除
き
ま

す
。

【
受
付
期
間
・
場
所
】

第
１
次
申
込
受
付
＝
左
表

の
と
お
り
。
保
育
所
に
入
所

�
で
全
体
的
に
黒
色
（
老
熟

す
る
と
黒
褐
色
）
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
オ
ス
は
約
４

〜
５
�
の
大
き
さ
で
腹
部
が

細
く
、
触
肢
が
丸
く
な
っ
て

お
り
、
茶
褐
色
を
し
て
い
ま

す
。特

に
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の

ら
な
い
か
ぎ
り
か
ま
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
量

の
毒
を
も
っ
て
お
り
、
幼
い

子
ど
も
や
心
臓
の
弱
い
人
な

ど
が
か
ま
れ
る
と
危
険
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

【
特
長
】

成
体
の
メ
ス
は
約
７
〜
１０

背
中
に
は
、
中
央
に
赤
色
の

縦
す
じ
模
様
が
あ
り
、
腹
部

の
裏
面
に
は
四
角
あ
る
い
は

砂
時
計
型
の
赤
色
の
模
様
が

見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
卵
の
う
は
直
径
１０

〜
１５
�
の
乳
白
色
の
球
形
を

し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

同
様
に
毒
を
も
っ
て
い
る
ハ

イ
イ
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
に
は
背
中

に
灰
色
な
ど
の
斑
紋
模
様
が

あ
り
ま
す
。

【
生
息
場
所
】

網
を
張
っ
て
住
み
つ
き
、

繁
殖
す
る
に
は
次
の
条
件
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
日
当
た
り
が
良
く
、
温

か
い
と
こ
ろ

▼
昆
虫
や
小
動
物
な
ど
の

え
さ
が
豊
富
に
あ
る
と
こ
ろ

▼
巣
を
張
る
適
当
な
す
き

間
が
あ
る
と
こ
ろ

【
か
ま
れ
た
時
の
症
状
と

処
置
】

▼
か
ま
れ
た
直
後
は
、
軽

い
痛
み
を
感
じ
る
程
度
で
す

が
、
次
第
に
痛
み
が
増
し
、

か
ま
れ
た
腕
や
足
に
広
が
り

ま
す▼

か
ま
れ
て
も
、
軽
い
症

状
で
治
ま
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、
万
一
ク
モ
に
か

ま
れ
た
ら
、
水
で
洗
う
な
ど

清
潔
に
し
、
で
き
る
だ
け
早

く
病
院
に
行
き
治
療
を
受
け

す
る
お
子
さ
ん
を
必
ず
連
れ

て
お
越
し
く
だ
さ
い

第
２
次
申
込
受
付
＝
平
成

１９
年
１
月
２４
日
�
〜
１
月
３１

日
�
・
こ
ど
も
福
祉
課

【
問
合
せ
先
】

こ
ど
も
福
祉
課
（
�
６４
・

１
３
７
６
）

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意 

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意 

素
手
で
さ
わ
ら
な
い
で�

【セアカゴケグモ（メス）】�

背側�

５�

10

0

腹側�

縦に赤色の模様 
赤い砂時計型 
の模様 

・見つけても素手でさわらないでください。�
・驚かすと死んだまねをすることがあるので�
注意してください。�

�

る
こ
と
が
大
切
で
す
（
そ
の

際
、
か
ま
れ
た
ク
モ
を
殺
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

【
防
除
の
方
法
】

▼
生
息
し
そ
う
な
場
所
に

普
段
か
ら
注
意
し
、
ク
モ
の

巣
が
あ
れ
ば
、
棒
切
れ
な
ど

で
払
っ
て
、
ク
モ
が
巣
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
く

▼
見
つ
け
た
ら
、
踏
み
つ

ぶ
す
か
、
家
庭
用
の
殺
虫
剤

を
ふ
き
か
け
る

く
わ
し
く
知
り
た
い
人

は
、
府
保
健
環
境
研
究
所

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（http://w
w
w
.pref.ky

oto.jp/hokanken/
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
見
つ
け
た
場
合
や
相
談

の
問
合
せ
先
】

▼
府
山
城
北
保
健
所
（
�

２１
・
２
９
１
２
）
▼
市
環
境

課
（
�
６４
・
１
３
６
６
）

入
所
希
望
者
受
け
付
け�

平成19年度�
入所者申込�

申
込
用
紙
交
付
は
１２
月
４
日
�
か
ら 

各
保
育
所
で
受
け
付
け

各
保
育
所
で
受
け
付
け�

各
保
育
所
で
受
け
付
け�

10月28日、田辺中央体育館とその周
辺で「ふれあい、笑顔、みんな仲よし」
をテーマにした保育のつどいに約1,500
人が参加。子どもたちの幸せを願い、
今後の保育のあり方を共に考え、また
保護者同士の交流の場として催しまし
た。
保育士の演技に始まり、各園の趣向
を凝らしたコーナーに、子どもたちは
歓声を上げていました。今回、お子さ
んと初めて参加した山鹿稚苗さんは
「いろいろなコーナーがあって子ども
が喜んでいました。来年も参加したい
です」と話していました。

子どもの幸せ願い�子どもの幸せ願い�

た
い
へ
ん�

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

保育のつどい�保育のつどい�

た
い
へ
ん�

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

保護者交流の場としても�保護者交流の場としても�

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
ら
れ
た
車
を
選
ぶ
子
ど
も
た
ち

子どもの幸せ願い�子どもの幸せ願い�

た
い
へ
ん

た
い
へ
ん�

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

保育のつどい�保育のつどい�

た
い
へ
ん

た
い
へ
ん�

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

保護者交流の場としても�

子どもの幸せ願い�子どもの幸せ願い�子どもの幸せ願い�

た
い
へ
ん�

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

保育のつどい�保育のつどい�保育のつどい�

た
い
へ
ん�

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

保護者交流の場としても�

�
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▽市へのはがき・郵送での申し込みは、�
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」�
　でお送りください。�
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。�
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。�
▽問合せ先は�、問合せ先と申込先が同じ時は�と表記しています。�
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�
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
情

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
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市
役
所
広
報
情

報
課
（

報
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
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へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
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ご
希
望
の
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は
市
役
所
広
報
情

報
課
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@
６４
・
１
３
２
０
）
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年末調整説明会
宇治税務署は、平成18年分
の年末調整説明会を開きます。
12月4日�午後2時～4時、コ
ミュニティホール。
�宇治税務署（�44-4141）

農業所得説明会
農業所得のための収支計算
説明会を開きます。
平成18年分（平成19年2～3
月申告分）から水稲所得標準
が廃止されました。これまで
水稲所得標準を適用して申告
していた人もすべて「収支計
算」によって申告することに
なります。
「収支計算」を行うためには、
その年の1月1日から12月31日
までの1年間の収入金額や必要
経費のわかる領収書や請求書
などの書類の保存が必要とな
ります。
12月7日�午後1時～3時、Ｊ
Ａ京都やましろ本店。
�宇治税務署（�44-4141）

窓口業務取次所の廃止
「古川酒菓子店《JR三山木駅
西側》」が閉店したことに伴い、
市役所窓口業務の取り次ぎを
廃止します。
�市民年金課（�64-1330）

電話のユニバーサルサービス
日本全国で提供されている
加入電話・公衆電話・緊急通
報（110番・118番・119番）の
電話サービスが、電気通信事
業法に定められたユニバーサ
ルサービスです。
NTT東日本・西日本が提供
している同サービスは、携帯
電話・IP電話の普及や電話
サービスの競争などで通話料
金は大幅に安くなりましたが、
一方では同サービスの提供費
用が不足し、維持することが
難しくなりました。
このため、固定電話や携帯
電話・PHS・IP電話などの電話
会社56社が協力して費用を出

し合う「ユニバーサルサービ
ス制度」がスタートします。
同サービスの負担金を利用
者に求めるかは各事業者の経
営判断によります。
くわしくは、ホームページ

（http://www.soumu.go.jp/joho
_tsusin/universalservice/index.
html）をご覧ください。
�総務省近畿総合通信局電
気通信事業課（�06-6942-
8519）

ふとんの丸洗いサービス
在宅での快適な介護環境づ
くりのためにふとんの丸洗い
サービスを行います。
対象は、市内に在住する介
護が必要な満60歳以上の人で、
在宅でねたきり期間が3カ月以
上の人。ふとんの丸洗いと乾
燥を行います。12月14日�ま
たは15日�回収、12月21日�
または22日�納品。無料。12
月5日�までに申し込み。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

歳末たすけあい募金運動
12月1日�から歳末たすけあ
い募金運動が始まります。
スローガンは｢みんなでささ
えあうあったかい地域づくり｣
です。歳末たすけあい募金で
集まったお金は、年内中に市
内の支援を必要としている人
にお見舞金品などとしてお渡
しする予定です。
みなさんのあたたかいご協
力をお願いします。
�市共同募金会（社会福祉
協議会内、�62-2222）

難聴者の学習・交流会
11月28日�午前10時～午後3
時、久御山町ふれあい交流館。
障害者自立支援法・難聴者福
祉に関する学習会・補聴器相
談・聴力測定・交流会。対象
は、聞こえに不自由を感じて
いる人とその家族、難聴者・
中途失聴者の人とその家族、

聴覚障害者福祉関係者または
関心のある人。無料。11月22
日�までに電話・ファクス・
はがきで氏名・住所・連絡先
をご連絡ください。
�相楽郡聴覚言語障害セン
ター　有野（〒619-0214木津
町木津上戸15、�・�7 2 -
6862）

難病相談（神経系）
12月5日�午後1時～3時30
分、山城北保健所綴喜分室。
対象は、神経系難病（パーキ
ンソン病、多発性硬化症、脊
髄小脳変性症、重症筋無力症
など）とその疑いがある人や
その家族。定員6人。専門医に
よる個別相談と指導・助言。
担当は、南京都病院神経内科
診療部長の杉山博医師。
�山城北保健所綴喜分室

（�63-5745）

就業準備セミナー
「就業に向けて他人の目で自
分を見つめてみよう！～就業
への一歩を踏み出すには？」
をテーマに、面接での話し方
や自己アピールの仕方を練習
します。経験談や事例をもと
に、一歩を踏み出すきっかけ
を一緒につくりませんか。
12月10日	午後1時～4時30
分、府立総合社会福祉会館。
電話・ファクスで申し込み。
保育ルームあり（無料、予約
制、6カ月～就学前の子ども）。
�府母子家庭等自立支援セ
ンター（�075-252-6010、�
075-252-6312）

狂言ワークショップ
11月23日
午前10時～11時
45分、中央公民館。対象は、
小学1年生以上の人。先着20人。
1千円。大蔵流狂言師茂山あき
らさんの指導で、狂言の話や
発声方法、動きの基本動作を
学び、体験します。靴下また
は足袋、動きやすい服装で参
加ください。
�ＮＰＯ法人京都子どもセ
ンター（�075-365-1166）

七カ国語を話す、日常がある。
言語交流研究所ヒッポファ
ミリークラブは、「七カ国語を
話す、日常がある。」をテーマ
に講演会を開きます。
▼11月26日	午後2時～4時
▼11月28日�午前10時30分～
午後0時30分。社会福祉セン
ター。無料。託児あり（要予
約）。講師は、同研究所研究員。
なお、26日は海外高校留学
体験談、相談会も行います。
�言語交流研究所ヒッポフ
ァミリークラブ（�0120-557-
761）

クラフトウェーブ展
11月30日�～12月3日	午前
10時～午後5時（3日は午後4時
まで）、コミュニティホール。
総合展。
�京田辺クラフトウェーブ
国生（�63-3676）

ハローワークのセミナー
ハローワーク田辺は、セミ
ナーを開きます。
▼「履歴書・職務経歴書の
書き方」12月1日�・8日�・
15日�・22日�・27日�の午
前10時～10時50分。▼「早期
再就職支援セミナー」12月7日
�・14日�・22日�・27日�
の午後3時30分～4時30分。
�ハローワーク田辺（�65-
8609）

やましろのくに
きょうと南部児童青少年演
劇まつり～やましろのくに実
行委員会は、06'やましろのく
にを開きます。
12月2日�・3日	午前11時
40分～午後4時30分、社会福祉
センター。テーマはきづの竹。
1日券（こども800円、大人1千
円）、当日は200円増し、2日間
券（こども1千200円、大人1千
500円）。
�児童青少年演劇まつり～
やましろのくに実行委員会
太田（�68-2214）

子育てサロン
12月2日�午前10時～11時40
分、北部住民センター。午前9
時30分から受け付け。対象は、
幼稚園入園前の乳幼児（0歳か
ら3歳までの未就園児）とその
保護者。妊娠中の人やおじい
さん、おばあさんもぜひどう
ぞ。「ちょっとはやめのクリス
マス」人形劇（枚方人形劇団
あおむし）・親子体操・かみ
しばい・看護士さんのワンポ
イントアドバイス・交流会・
遊びコーナー。申込不要。駐
車場に限りがあるので、乗り
合わせてお越しください。
�大住民生児童委員協議会
▼伊田（�62-4596）▼島谷
（�65-5427）

人形劇など行います
ＮＰＯ法人そよかぜ子育て
サポートは、過日開催した子
育て支援者ステップアップ講
座修了生とともに、人形劇な
どのイベントを行います。
12月9日�午前10時～正午、
商工会館。対象は、乳幼児の
親子。内容は、人形劇・おも
ちゃ遊び・絵本の読み聞か
せ・音楽演奏など。無料。
�そよかぜ子育てサポート

（�・�62-9672）

ヘルシーおせち料理教室
12月9日�午前10時～午後2
時、中央公民館。講師は栄養
士の佐々木正子さん。参加費
500円。先着30人。持ち物は、
エプロン、三角巾、ふきん1枚。
�京田辺女性ネットワーク
の会かがやき　奥西（�・�
62-1696）

けいはんな映画劇場
「パイレーツ・オブ・カリビア
ン／デッドマンズ・チェスト」
▼12月7日�午前10時30分か
ら、午後2時から▼12月8日�午
前10時30分から、午後2時から、
午後７時から▼12月9日�・10
日	午前10時30分から、午後2
時から、午後5時30分から
けいはんなプラザ（精華町）。
一般1千円、中学生以下と60歳
以上700円、けいはんなプラザ
友の会会員700円。
�けいはんな交流事業部

（�95-5115）

アスピア映画上映会
「私の頭の中の消しゴム」
12月9日�午前10時15分から
と午後1時15分から。アスピア
やましろ（山城町）。一般800
円、学生・身障者・シニア500
円（当日は200円増し）。
�山城町総合文化センター
アスピアやましろ（�86-5851）

市民総体
【バドミントン】
12月10日	午前9時から、田
辺中央体育館。男女各シング
ルス。対象は、市内に在住・
通勤・通学する中学生以上の
人。1人500円。11月30日�午
後5時までに持参・郵送・ファ
クスで申し込み。
【卓球】
12月17日	午前9時から、田
辺中央体育館。団体戦。対象は、
市内に在住・通勤・通学する人
と市卓球連盟に所属している
人。1チーム1千500円。12月8日
�午後5時までに持参・郵送・

京
田
辺
市
青
年
団
は
「
サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く

る
」（
後
援
＝
教
育
委
員
会
）
を
行
い
ま
す
。
ク
リ
ス

マ
ス
・
イ
ブ
の
夜
に
青
年
団
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

に
仮
装
し
、
あ
ら
か
じ
め
保
護
者
か
ら
預

か
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
子
ど
も
た
ち
に
届

け
ま
す
。

日
時
＝
１２
月
２４
日
	
午
後
６
時
ご
ろ
か

ら
対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
就
学
前
の
幼

児
費
用
（
１
人
）
＝
３
０
０
円

定
員
＝
１
０
０
組
（
応
募
多
数
の
時
は

抽
選
し
ま
す
）

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用
に

「
サ
ン
タ
希
望
」
と
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
子
ど
も
の
名
前
と
年
齢
・
自
宅
へ

の
略
地
図
を
、
返
信
用
の
表
に
住
所
・
氏

名
を
書
い
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
食
べ

物
や
な
ま
物
・
壊
れ
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
、
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

包
装
な
ど
は
ご
自
身
で
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１２
月
５
日
�
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
田
辺
市
青
年
団
（
〒
６
１

０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
２
１
４
、
中
央

公
民
館
内
、
�
６２
・
２
５
５
２
）

市
は
、
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

募
集
職
種
は
、
①
技
術
職
員
（
建
築
）
と

②
環
境
衛
生
技
術
員
（
ご
み
収
集
作
業
な

ど
に
従
事
）
で
す
。

受
験
資
格
＝
①
昭
和
４６
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
２
級
建
築
士
以
上
の
資
格

を
有
す
る
人
②
昭
和
５４
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
身
体
強
健
な
人

募
集
人
数
＝
①
１
人
②
若
干
名

試
験
日
＝
①
１２
月
１７
日
	
②
１２
月
２４
日

	
申
込
方
法
＝
職
員
課
に
備
え
付
け
ま
た

は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）

申
込
書
の
交
付
期
間
＝
１１
月
１５
日
�
〜

１２
月
１
日
�

申
込
書
の
受
付
期
間
＝
１１
月
２０
日
�
〜

１２
月
１
日
�

採
用
予
定
日
＝
平
成
１９
年
４
月
１
日
以

降
申
込
・
問
合
せ
先
＝
職
員
課
（
�
６４
・

１
３
２
４
）

市職員募集市職員募集�市職員募集�技術職員（建築）�技術職員（建築）�
環境衛生技術員�環境衛生技術員�

サンタがプレゼントを届けます 
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＜ 2  ＞

０
歳
児 

対象児の生年月日 
平成17年4月2日～ 

18年2月28日生まれの人 

０
歳
児 

対象児の生年月日 
平成17年4月2日～ 
18年4月1日生まれの人 

（誤） 

（正） 

正誤表�

寄　　付寄　　付�寄　　付�

表　　彰�

人　　事�

◎京都厚生年金休暇セン
ターが福祉のために、20万円。

訂正とお詫び
広報きょうたなべ11月1日号
の『親子教室開きます』の中
で対象児の生年月日に誤りが
ありました。お詫びして訂正
します。

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環

と
し
て
１２
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
３１
日

ま
で
冬
季
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
す
。
市
役
所
の
暖
房
温
度

を
１９
度
に
設
定
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
家
庭

で
も
省
エ

ネ
を
】

電
気
製

品
を
使
っ

て
い
な
い
時
に
、
タ
イ
マ
ー
な
ど
に
消

費
さ
れ
る
電
力
が
待
機
電
力
で
す
。
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
、
テ
レ
ビ
、
電
子
レ
ン
ジ

な
ど
が
代
表
的
で
、
そ
の
合
計
は
、
家

庭
の
電
力
消
費
の
１０
％
に
も
な
り
ま
す
。

対
策
は
、
使
わ
な
い
時
に
は
電
源
プ
ラ

グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
こ
と
。
使

う
た
び
に
抜
き
さ
し
す
る
の
が
面
倒
な

ら
、
定
期
的
に
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
全
部

外
し
、
次
に
使
う
時
に
コ
ン
セ
ン
ト
に

さ
し
込
む
よ
う
に
し
て
み
て
は
。
普
段

使
わ
な

い
も
の

ほ
ど
、

抜
い
た

ま
ま
の

状
態
に
な
る
は
ず
で
す
。
ス
イ
ッ
チ
付

き
コ
ン
セ
ン
ト
の
活
用
も
便
利
で
す
。

出
典
＝
環
境
省
／
環
の
く
ら
し

問
合
せ
先
＝
環
境
課
（
�
６４
・
１
３

６
６
）

高齢
者の
生活
�

�
担う
公的
年金
�国民年金に加入を�国民年金に加入を�

今と老後の安心のために��

分
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
老
後
を
、

社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

が
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年

金
制
度
で
す
。
し
か
も
、
国

民
年
金
は
老
後
だ
け
で
は
な

く
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が

残
り
、
働
け
な
く
な
っ
た
時

の
障
害
年
金
や
、
万
一
亡
く

な
ら
れ
た
時
の
遺
族
（
子
供

が
い
る
場
合
）
保
障
も
あ
り

ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

は
７９
万
２
千
１
０
０
円
（
満

額
・
４０
年
間
保
険
料
納
付
）

で
す
が
、
老
後
に
よ
り
高
い

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
た
い

と
考
え
て
い
る
人
は
、
毎
月

の
保
険
料
（
１
万
３
千
８
６

０
円
）
の
ほ
か
に
、
付
加
保

険
料
（
４
０
０
円
）
を
上
乗

せ
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
金
額
は
す
べ
て
平

成
１８
年
度
額
）。

第
１
号
被
保
険
者
の
人

は
、
保
険
料
と
給
付
（
老
齢

基
礎
年
金
）
額
が
定
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

将
来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ

て
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
が
で

き
る
よ
う
、
公
的
な
年
金
制

度
で
あ
る
国
民
年
金
基
金
や

個
人
型
確
定
拠
出
年
金
と
農

業
者
が
加
入
で
き
る
農
業
者

年
金
な
ど
の
制
度
が
あ
る
ほ

か
、
こ
の
付
加
年
金
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
上
乗
せ
制
度
の
保

険
料
は
、
国
民
年
金
保
険
料

と
同
じ
く
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
付
加
保
険
料
の
額
は
１

カ
月
４
０
０
円
、
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
第
１
号

被
保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入

被
保
険
者
の
人
で
す
（
保
険

料
納
付
の
免
除
・
猶
予
を
受

け
て
い
る
人
や
国
民
年
金
基

金
の
加
入
員
は
、
付
加
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
）。

付
加
年
金
額
は
、「
２
０

０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

数
」。
例
え
ば
、
４０
年
間
付

加
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

は
、
７９
万
２
千
１
０
０
円
に

９
万
６
千
円
（
＝
２
０
０

円
×
４
８
０
月
）
が
上
乗
せ

さ
れ
、
合
計
８８
万
８
千
１
０

０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
得

た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上

げ
支
給
ま
た
は
繰
下
げ
支
給

を
受
け
る
時
に
は
、
付
加
年

金
額
も
そ
の
減
額
率
・
増
額

率
に
応
じ
て
減
額
・
増
額
さ

れ
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
納
付
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
京
都
南

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
市

民
年
金
課
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

国
民
年
金
基
金
の
加
入
に
つ

い
て
は
、
京
都
府
国
民
年
金

基
金
（
�
０
１
２
０
・
６５
・

４
１
９
２
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
市
民
年
金

課
年
金
係
（
�
６４
・
１
３
３

３
）
▼
京
都
南
社
会
保
険
事

務
所
（
�
０
７
５
・
６
４

３
・
２
５
４
７
）

市
役
所
暖
房
19
度
に�
市
役
所
暖
房

市
役
所
暖
房
19
度
に
度
に�
市
役
所
暖
房
19
度
に�

12月から�
来年3月�

冬
季
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
� い

ま
す
。
ま
た
、
公
的
年

金
・
恩
給
を
受
給
し
て
い
る

高
齢
者
世
帯
の
中
で
、「
公

的
年
金
・
恩
給
の
総
所
得
に

占
め
る
割
合
が
１
０
０
％
の

世
帯
」
は
６２
・
６
％
と
な
っ

て
お
り
、
高
齢
者
の
生
活
を

担
う
公
的
年
金
の
役
割
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
と
老
後
の
「
安
心
」

は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
市
民
年
金

課
年
金
係
（
�
６４
・
１
３
３

３
）
▼
京
都
南
社
会
保
険
事

務
所
（
�
０
７
５
・
６
４

３
・
２
５
４
７
）

老
後
を
社
会
で

支
え
る
仕
組
み

現
役
時
代
か
ら
老
後
ま
で

の
長
期
間
に
は
、
予
測
不
可

能
な
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
国
民
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
は
、
誰
に
と
っ
て
も

や
が
て
訪
れ
る
老
後
の
生
活

保
障
の
不
確
定
要
因
を
解
消

す
る
第
１
の
方
法
で
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
で
見

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
開
始
年
齢
（
６５
歳
）
か
ら

男
性
で
約
１８
年
、
女
性
な
ら

２３
年
、
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

長
寿
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
が
、
老
後
に
自
分
が
ど
れ

く
ら
い
生
き
る
か
は
、
あ
ら

か
じ
め
分
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
長
い
老
後
生
活
の

保
障
を
、
自
分
の
子
供
に
頼

る
だ
け
で
は
万
全
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
貯
蓄
な
ど
で
備
え

る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
将

来
の
社
会
経
済
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
ど
れ
く
ら
い

の
備
え
が
必
要
か
は
、
誰
も

高
齢
者
所
得
７
割

公
的
年
金
・
恩
給

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ

れ
ば
、
平
成
１６
年
の
高
齢
者

世
帯
の
年
間
所
得
は
２
９
６

万
１
千
円
で
、
そ
の
う
ち

「
公
的
年
金
・
恩
給
」
が
２

０
６
万
円
、「
仕
送
り
な
ど
」

が
１２
万
４
千
円
と
な
っ
て
お

り
、「
公
的
年
金
・
恩
給
」

が
所
得
の
約
７
割
を
占
め
て

12月10日	午後1時30分から
（受け付けは午後1時から）、中
央公民館。申し込みは不要
（手話通訳希望の人は11月30日
�までに連絡ください）。子ど
もの知っている歌をみなさん
と一緒に歌っていただきます
ので、お子さんとの参加もお
待ちしています。
�▼人権啓発推進課（�64-
1336）▼社会教育課（�64-
1393）

ファクスで申し込み。
�社会体育協会事務局（〒
610-0331京田辺市田辺丸山19、
田辺中央体育館内、�62-1501、
�62-1534）

人権を考える集い
講師に元NHK教育TV歌のお
兄さんとお姉さんの新井宗平
さんと山本かずみさん（＝写
真）を迎え、「輝く命のために」
をテーマに人権を考える集い
を開きます。

付加年金

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
で
き
ま
す

保
険
料
は
月
４００
円
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１１
月
４
・
５
日
に
開
き
ま
し
た
京
田
辺
市
民
文
化
祭

に
つ
い
て
、
今
年
は
一
部
を
同
志
社
大
学
で
開
催
す
る

な
ど
、
各
支
部
・
団
体
・
サ
ー
ク
ル
よ
り
例
年
以
上
に

多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
盛
大
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
場
周
辺
の
み
な
さ
ん
や
参
加
さ
れ
た
み
な

さ
ん
に
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
４１
回
京
田
辺
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
ネ
ッ

ト
株
な
ど
、
私
た
ち
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
多
く

の
電
子
デ
ー
タ
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
電
子
デ
ー

タ
は
、
便
利
で
あ
る
と
同
時

に
管
理
が
非
常
に
難
し
く
、

そ
の
た
め
に
取
り
扱
い
上
、

さ
ま
ざ
ま
な
法
律
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
き
て
い

ま
す
。
普
段
何
気
な
く
行
っ

て
い
る
こ
と
が
、
実
は
違
法

行
為
だ
っ
た
と
し
た
ら
…
。

本
書
で
は
、
日
常
的
に
身
の

周
り
で
起
こ
っ
て
く
る
ネ
ッ

ト
上
の
多
く
の
課
題

が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
気
に

な
る
あ
の
一
件
を
、

あ
な
た
も
一
度
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
。

お
　
知
　
ら
　
せ�

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）
・中部分室（中部住民センター内）で借りられ
た本も、移動図書館で返すことができます。�
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。�
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。�
★雨天の場合、巡回は中止となります。�

南山東�
高　木�
興　戸�

3:30～4:00
4:20～4:50興戸公民館西200m

松　井�

宮ノ口�

健康村�

江　津�
三山木駅前�

3:00～3:30
3:40～4:10

打　田� 4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

3:40～4:10

2:50～3:30

2:50～3:20

多々羅公民館西側�

健康村公民館前�

打田公民館前�
松井里ケ市公園東50m

3:00～3:30

高船農産加工センター前�
天王バス停前�

南山公園�

JA田辺南支店横�

高木公民館前�

宮ノ口白山公園�
江津公民館前�

高　船�

飯　岡�
山　本�
水　取�

多々羅�
普賢寺公民館前�

天　王�

水取公民館前�
山本出荷場精米所前�

新興戸公民館北50m新興戸�
飯岡バス停前�

普賢寺�

7�
21

14

4:20～4:50

13

巡回日�

12

6�
20

5�
19

3:00～3:30
3:40～4:10

巡回時間�地区名� 駐 車 場 所 �

火
　
曜
　
日�

木
　
曜
　
日�

水
　
曜
　
日�

曜日�

12月の移動図書館『かんなび号』巡回表�

ほんまもんのお茶を楽しもう②�

ブレイクタイム�

京田辺玉露ブレイクタイム�京田辺玉露ブレイクタイム�

シリーズ15

京田辺玉露�ブレイクタイム�

前
回
紹
介
し
ま
し
た
文
化
祭
で

の
玉
露
・
抹
茶
の
接
待
に
は
来
て

い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
今
回
は
、

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
お
茶
の

購
入
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

良
い
お
茶
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

は
、
色
つ
や
・
香
り
・
水
色
（
出

し
た
お
茶
の
色
）
・
味
の
４
つ
。

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
飲
み
比
べ
て

満
足
の
い
く
も
の
を
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
お
茶
は
吸
湿
性

が
高
く
、
変
質
し
や
す
い
の
で
、

新
鮮
な
も
の
を
少
し
ず
つ
買
う
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

今
月
１９
日
	
の
産
業
祭
で
は
、

京
田
辺
茶
業
青
年
団
の
み
な
さ
ん

が
玉
露
・
抹
茶
な
ど
を
安
く
販
売

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
納
得
の
い

く
お
茶
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ
先
＝
農
政
課
（
�
６４
・

１
３
６
２
）

「
結
婚
し
て
た
っ
て
、
子

供
が
い
た
っ
て
、
女
性
は
ど

ん
ど
ん
社
会
へ
出
て
仕
事
を

す
る
べ
き
な
の
よ
」

妻
が
い
く
ら
か
高
揚
し
た

口
調
で
言
っ
た
。

「
し
か
し
、
サ
ト
シ
の
こ

と
は
ど
う
す
る
ん
だ
？
」

「
そ
れ
な
ら
大
丈
夫
よ
。

預
っ
て
く
れ
る
保
育
園
は
も

う
見
つ
け
て
あ
る
の
。
朝
、

わ
た
し
が
一
緒
に
連
れ
て
行

っ
て
、
帰
り
は
引
き
取
っ
て

く
る
か
ら
」

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館＝�65－2500

仕
　
　
事�

軍
手
の
う
さ
ぎ�

この夕日　�
　　一休さんも　�
　　　　みたんだね�

この夕日　�
　　一休さんも　�
　　　　みたんだね�

一
休
と
ん
ち
大
賞�

一
休
と
ん
ち
大
賞�

川柳の部�京田辺市　井上こだまさん�

丈
夫
な
私
の
手
が
、
珍
し

く
荒
れ
た
。
何
処
か
に
仕
舞

い
込
ん
だ
筈
の
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
を
探
し
な
が
ら
ふ
と
、

あ
の
軍
手
の
う
さ
ぎ
を
思
い

出
し
た
。
あ
の
日
の
母
の
手

う
さ
ぎ
が
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を

出
す
。
よ
く
見
る
と
、
そ
の

う
さ
ぎ
は
軍
手
で
出
来
て
い

た
。
母
が
荒
れ
た
手
に
、
軍

手
を
し
て
戻
っ
て
来
た
の
だ
。

マ
ジ
ッ
ク
で
目
と
耳
、
そ
し

て
可
愛
ら
し
い
口
が
ち
ょ
こ

ん
と
描
か
れ
て
い
た
。
泣
く

の
も
忘
れ
て
見
つ
め
て
い
る

と
、
軍
手
の
う
さ
ぎ
は
キ
ャ

ン
デ
ィ
を
一
つ
、
私
の
口
に

放
り
込
ん
だ
。

そ
の
後
、
軍
手
の
う
さ
ぎ

は
、
母
の
手
荒
れ
が
酷
く
な

る
と
登
場
し
た
。
そ
こ
に
は
、

母
の
知
恵
が
あ
っ
た
。
う
さ

翌
日
か
ら
、
妻
は
朝
早
く

息
子
を
そ
の
保
育
園
に
預
け

る
と
、
と
な
り
町
の
仕
事
場

へ
い
そ
い
そ
と
出
勤
し
て
ゆ

く
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
妻
の
仕
事
と

い
う
か
勤
務
先
は
、
と
な
り

町
の
保
育
園
な
の
だ
。
妻
は

保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い

て
、
仕
事
に
生
か
し
た
い
と

言
っ
て
い
た
。
か
く
し
て
、

『あの～、それは
違法行為ですけど…』

牧野二郎／著
シーアンドアール研究所／出版

自
分
の
子
供
の
世
話
を
す
っ

か
り
他
人
に
任
せ
て
、
自
分

は
他
人
様
の
子
供
の
面
倒
を

一
生
け
ん
め
い
見
て
い
る
妻

―
。
そ
れ
っ
て
、
一
体
…
？

い
や
、
こ
れ
は
こ
れ
で
良

い
の
だ
。
私
は
、
あ
ま
り
深

く
考
え
る
の
を
や
め
て
、
私

の
勤
め
先
で
あ
る
、
全
国
婦

人
労
働
推
進
機
構
へ
と
向
か

っ
た
。

ろ
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
来
所
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、混
雑
が
予
想
さ
れ
、

ま
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
も
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
バ
ス

な
ど
の
公
共
交
通
機
関
や
自

転
車
、
徒
歩
な
ど
で
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
中
部
住
民
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
内
、

�
６４
・
８
８
１
０
）

ぎ
が
く
れ
る
キ
ャ
ン
デ
ィ
欲

し
さ
に
、
私
は
う
さ
ぎ
を
心

待
ち
に
す
る
様
に
な
っ
た
。

母
の
手
荒
れ
を
怖
が
る
事
も

無
く
な
っ
た
。

荒
れ
た
手
に
、
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
を
塗
り
な
が
ら
、
あ

の
頃
の
母
を
想
う
。
手
荒
れ

も
辛
い
が
、
差
し
出
し
た
手

で
我
が
子
に
泣
か
れ
る
の
は
、

も
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
悪
い
事
を
し

て
し
ま
っ
た
。
今
で
は
そ
う

思
え
る
。

そ
し
て
あ
の
時
、
泣
き
出

し
た
私
の
為
に
、
必
死
に
考

え
出
し
て
く
れ
た
あ
の
軍
手

の
う
さ
ぎ
は
、
母
の
優
し
さ

そ
の
も
の
だ
っ
た
。

大
切
に
育
て
て
も
ら
っ
た

事
を
、
改
め
て
母
に
感
謝
し

た
。
懐
か
し
さ
と
共
に
、
あ

の
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
甘
さ
が
胸

一
杯
に
広
が
っ
た
。

秋
晴
れ
に
市
民
・
学
生
集
う

秋
晴
れ
に
市
民
・
学
生
集
う 

秋
晴
れ
に
市
民
・
学
生
集
う

秋
晴
れ
に
市
民
・
学
生
集
う 

市民文
化祭 

同志社
京田辺

祭 

キ
ャ
ン
パ
ス

キ
ャ
ン
パ
ス
２０
周
年
式
典
も
盛
大
に

周
年
式
典
も
盛
大
に�

キ
ャ
ン
パ
ス
２０
周
年
式
典
も
盛
大
に�

同
　
大�

同
女
大�

仕
　
　
事�

軍
手
の
う
さ
ぎ�

この夕日　�
　　一休さんも　�
　　　　みたんだね�

大
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す�

一
休
と
ん
ち
大
賞

一
休
と
ん
ち
大
賞�

一
休
と
ん
ち
大
賞

一
休
と
ん
ち
大
賞�

一
休
と
ん
ち
大
賞�

川柳の部�京田辺市　井上こだまさん�

も
、
随
分
と
荒
れ
て
い
た
。

私
が
ま
だ
幼
い
頃
。
肌
の

弱
い
母
の
手
荒
れ
は
酷
か
っ

た
。皮

が
剥
け
、
腫
れ
上
が
っ

た
手
で
、
母
は
そ
れ
で
も
水

仕
事
を
続
け
た
。

所
々
、
血
が
滲
む
。
そ
こ

に
軟
膏
を
塗
り
、
ギ
ラ
ギ
ラ

と
光
っ
て
い
る
。

そ
の
手
は
、
幼
い
私
に
は
、

と
て
も
恐
ろ
し
い
も
の
に
見

え
た
。

「
お
散
歩
に
行
こ
う
。」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
母
が

手
を
差
し
出
し
た
。

「
マ
マ
の
手
、
怖
い
よ
う
。」

私
は
遂
に
、
泣
き
出
し
て

し
ま
っ
た
。
困
り
果
て
た
母

は
、
部
屋
を
そ
っ
と
出
て
行

っ
た
。

暫
く
し
て
、
部
屋
の
ド
ア

が
少
し
だ
け
開
い
た
。

そ
の
隙
間
か
ら
、
小
さ
な

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
１１
月

４
・
５
日
、
田
辺
中
央
体
育

館
周
辺
で
は
市
民
文
化
祭

が
、
同
志
社
大
学
で
は
同
志

社
京
田
辺
祭「
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ
祭
」

が
開
か
れ
、
た
く
さ
ん
の
市

民
や
学
生
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

田
辺
中
央
体
育
館
で
は
、

絵
や
い
け
ば
な
な
ど
精
魂
込

め
て
作
り
上
げ
た
作
品
を
展

示
し
た
り
、
舞
台
で
踊
り
や

歌
な
ど
日
ご
ろ
の
活
動
成
果

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
同

志
社
大
学
で

は
、
図
書
館

前
に
設
け
ら

れ
た
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
ダ

ン
ス
や
の
ど

自
慢
、
お
笑

い
シ
ョ
ー
な

ど
に
多
く
の

人
が
集
ま
り
、

盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４

日
に
は
、
同

志
社
大
学
と

同
志
社
女
子

大
学
が
本
市

に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
校
し
て

２０
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
祝

仕
　
　
事

仕
　
　
事�

こばなしの部�

兵
庫
県
明
石
市
　
藤
岡
靖
朝
さ
ん�

軍
手
の
う
さ
ぎ�

この夕日　�
　　一休さんも　�
　　　　みたんだね�

仕
　
　
事�

一
休
と
ん
ち
大
賞�

一
休
と
ん
ち
大
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一休とんち大賞15回目を記念し
て新設された川柳の部では、本市
在住の小学校1年生、井上こだま
さんが大賞を受賞。
「学校の帰りに夕日を見てつく
った」という作品で見事大賞に輝
き、表彰式では笑顔で賞状を受け
取りました（＝写真）。
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舞台でクラシックバレエを披露するみなさん（11月5日、田辺中央体育館）
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り
実
行
委
員
会
は
、
１１
月
２５

日
�
と
２６
日
	
の
両
日
、

「
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
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」
を
開
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す
。

同
ま
つ
り
は
、
中
部
住
民
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ン
タ
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を
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と
し
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活

動
し
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い
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サ
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ク
ル
や
団

体
の
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よ
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展
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種
体
験
教
室
な
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い
ろ
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し
式
典
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か
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、
節
目
の

年
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盛
大
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祝
い
ま
し
た
。


